
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：25－010） 

 

１ マーシャル諸島で開催されたミクロネシア諸島フォーラムにおいて、ナウ

ル航空が関与する 2件の画期的な航空協力の合意がなされた。 

一つ目は、ナウル航空とマーシャル諸島航空（AMI）との間で調印された協

定で、共同パイロット訓練プログラム、マーケティング、販売促進、運航スケ

ジュール調整、販売代理業務に係る協力が行われる。 

二つ目はナウル政府とマーシャル諸島、ミクロネシア連邦及びパラオ政府と

の間で調印された覚書で、貿易・食料安全保障の促進のためナウル航空の貨物

サービスの利用を拡充するものである。 

今回合意された航空協力の他、ナウル航空はアイランドホッパーをフィリピ

ンとハワイへ延伸する航空協力協議を進めている。 

原文 

（5th July 2025, Radio NZ） 

 

２ 豪州は、フィジーとの協力関係「Vuvale Partnership」（「家族」の意）

を正式に格上げし、以下の支援を実施する。 

・ フィジーの新国家安全保障戦略の実施を主導する技術アドバイザー2 名の

派遣 

・ オーストラリア連邦警察の警察官派遣による警察協力の拡大 

・ 港のコンテナ検査体制強化による国境警備強化に 1200万豪ドルを提供 

・ 2029 年までの 4 年間の二国間開発援助を 4000 万豪ドル増額（総額 5 億豪

ドル弱） 

また両国は、以下の分野における更なる協力を模索している。 

・ 「平和の海」原則の実践 

・ サイバーセキュリティを備えた近代的な ICT国境管理システムの導入 

・ 違法薬物など国際犯罪対策の協力強化 

・ 訓練とインフラ整備による警察能力の強化 

・ AIDS（エイズ）対策 

・ 海洋安全保障、造船、メンテナンスの技術協力 

原文 

（7th July 2025, PACNEWS） 

 

３ マーシャル諸島では、今年 7 月時点で年間のコカイン流入量が過去最大を

記録しており、残り 5か月間で更に拡大する可能性がある。 

https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/566030/nauru-signs-two-landmark-agreements-in-majuro
https://pina.com.fj/2025/07/07/australia-and-fiji-elevate-vuvale-partnership/


 ある法執行官はこの状況を、マーシャル諸島に「コカインの雨が降ってい

る。」と表現している。 

 また、同国では 5 月 28 日から 6 月 4 日にかけ、コカイン、マリファナの所

持、販売容疑で 4件の事案が摘発された。 

 そのうち 1 件は、海上警察職員によるマリファナの所持、販売容疑であった

が、高等裁判所はこの公訴を棄却している。マーシャル諸島の法律上、マリフ

ァナは禁止薬物とされていないためで、他の事案の判決にも影響を及ぼすであ

ろう。 

Ingram 最高裁判所長官は、マリファナが禁止薬物のリストから除外されてい

る理由について、法律起草時の誤りの可能性があると述べた。 

原文 

（11th July 2025, The Marshall Islands Journal） 

原文 

（11th July 2025, The Marshall Islands Journal） 

 

４ パラオ観光局の統計によると、2025 年 5 月の外国人訪問者数は 4752 人で

あった。春の旅行ピーク時期である 4 月から 12％減少したが、例年のパターン

通りであり、前年同月と比べると 6％増加している。市場多様化と観光回復支

援の持続的取り組みの重要性が示されたと言える。 

5月の訪問者数の内訳は中国が 1518人と市場首位を維持し、台湾が 1097人、

北米（米国及びカナダ）が 851 人、日本が 395 人、ヨーロッパが 368 人、豪州

が 160人、韓国が 74人、その他 289人であった。 

原文 

（11th July 2025, Island Times） 

 

５ 7 月 13 日から豪州及びパプアニューギニアで実施される軍事演習「タリス

マン・セイバー」に、米国など 19か国から 3万 5000人以上が参加する。 

豪州政府は、同軍事演習に対し、中国がスパイ活動を行うと予想していると

表明した。また、中国が南太平洋に軍事基地の建設を模索していると改めて主

張した。中国はこの主張を非難している。 

豪州のコンロイ国防産業兼太平洋相は ABC 放送に対し、豪州政府は中国軍の

活動を監視し、豪州周辺におけるプレゼンスを注視すると語った。 

原文 

（13th July 2025, The Straits Times） 

 

６ 日本の総合商社である伊藤忠商事は、シンガポールの子会社を通じ、佐々

木造船と 5000㎥型アンモニアバンカリング船建造契約を、泉鋼業とアンモニア

タンクプラント製造に関する請負契約を締結した。 

これは世界初となるアンモニアバンカリング船であり、シンガポール船籍で

運航される予定である。 

https://islandtimes.org/china-remains-top-market-as-palau-sees-growth-in-may-tourist-arrivals-summer-travel-deals-offered-to-hong-kong-macau/
https://www.straitstimes.com/asia/australia-says-china-is-likely-to-spy-on-its-military-drills-with-the-us


2027 年 9 月の完工を予定しており、シンガポールでの実証に向け、日本政府

の支援を得ながら海事港湾庁（MPA）等との協議を進めていくという。 

原文 

（14th July 2025, Splash 247） 

原文 

（14th July 2025, 伊藤忠商事） 

 

７ 2025 年 9 月 8 日から 12 日にかけてソロモン諸島のホニアラで開催され

る第 54 回太平洋諸島フォーラム（PIF）首脳会議に先立ち、7 月からフィジー

のスバで一連の閣僚級会合が開始される。外相会合は 8 月に開催される予定で

ある。 

これらの会合は、PIF が共通の課題や機会に対して、レジリエントで包摂的

で持続可能なブルーパシフィック地域ビジョンに沿った協調的かつ統一的なア

プローチを確保するために極めて重要な役割を担う。 

原文 

（16th July 2025, PACNEWS） 

 

８ 7 月 15 日、フィジーの Naivalurua 警察担当大臣は議会で、麻薬対策の専

門組織を設置すると発表した。新組織は国家薬物政策の策定・実施、情報収集

体制、取締活動、及び違法薬物の製造・密輸・乱用を阻止するための部門間連

携を担当するという。 

原文 

（16th July 2025, PACNEWS） 

 

９ 7月 15日にシンガポールで開催された Safety@Sea Conferenceにおいて、

国際海運会議所（ICS）がシンガポールに新事務所を設立することが発表され

た。ICS メンバーのシンガポール船主協会（SSA）の事務所を拠点とし、数週間

後に活動を開始するという。 

国際機関や業界団体は、多様な視点を結集し、協力体制を構築する上で不可

欠な役割を果たしているが、ICS はそのような組織の一つであり、世界の商船

隊の 80％以上を代表する船主及び運航会社の世界的な業界団体として、海運業

界の利益を擁護し、海上の安全を向上させるための活動を行っている。 

原文 

（15th July 2025, Seatrade Maritime） 

 

１０ ミクロネシア連邦（FSM）の警察官 30 名は、豪州政府の支援による 3 日

間のリーダーシップ研修に参加した。 

 本研修は、オーストラリア連邦警察とオーストラリア警察管理研究所

（AIPM：Australian Institute of Police Management）の共同イニシアチブで

ある「Pacific Faculty of Policing」（PFP）の一環として実施された。 

https://splash247.com/itochu-orders-worlds-first-ammonia-bunkering-vessel/
https://www.itochu.co.jp/ja/news/press/2025/250714.html
https://pina.com.fj/2025/07/16/ministerial-meetings-to-shape-priorities-for-54th-pacific-islands-forum/
https://pina.com.fj/2025/07/16/professional-counter-narcotics-bureau-in-the-making-fiji-policing-minister-announces/
https://www.seatrade-maritime.com/regulations/ics-to-open-singapore-office


 FSMの警察官のリーダーシップ能力を強化することにより、FSM全地域におけ

る公共の安全強化、レジリエンス構築が期待される。 

原文 

（16th July 2025, The Kaselehlie Press） 

参考：Pacific Faculty of Policing（AIPM） 

 

１１ インドネシア・バタム島の現地報道によると、7 月 9 日、当局はシンガ

ポール海峡のフィリップス航路で船舶を襲撃した武装強盗組織の容疑者 8 名を

逮捕した。その後更に 3名の容疑者が逮捕されたという。 

この組織は 2017年以降、フィリップス航路とニパ島周辺で減速する船舶を標

的に武装強盗を繰り返していたとされる。夜間に乗り込み、ジャカルタで転売

可能な部品や貴重品を盗むことを目的としており、成功報酬は約 2300ドルから

6200ドルであったと報じられている。 

シンガポール海峡における武装強盗事案の発生件数は、7 月第 1 週時点で 90

件に上っており、10年以上ぶりの高水準となっている。 

アジア海賊対策地域協力協定情報共有センター（ReCAAP ISC）は沿岸国に対

し、パトロールを強化し、事件に迅速に対応し、事件や犯罪組織に関する情報

共有を促進し、連携を強化するよう要請している。 

インドネシアの島々で活動する武装強盗組織に対しては、インドネシア当局

による取締りが不十分であることが指摘されており、関係者は、フィリップス

航路において取締りが行われるのは久しぶりのことであると述べている。 

現地報道によると、シンガポール海峡に面したインドネシアのリアウ諸島で

は、調査の結果少なくとも 3 つの武装強盗グループが活動していることが明ら

かになっており、当局によるパトロールが強化されている。 

原文 

（17th July 2025, Seatrade Maritime） 

原文 

（3rd July 2025, Seatrade Maritime） 

 

 

  

https://www.aipm.gov.au/about/pacific-partnerships
https://www.seatrade-maritime.com/piracy/indonesian-police-arrest-singapore-strait-pirate-group
https://www.seatrade-maritime.com/security/sea-robberies-in-singapore-strait-quadruple-this-year


 

 

 

  



 

 

 



 

 


